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プログラム
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なぜゴム付けを行うか

ゴム付け技術によって

–きれいなパッケージを作る

–打抜速度を上げて生産性を高める

この２つの課題を解決することができるため

適切なゴム付けが結果としてもたらすのは

ささくれ、紙粉、つなぎが最低限ですむ

「正しい打抜」である
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1. 切断後にシートを切刃から押し出す。

2.打ち抜き時にシートをしっかり固定する。

3.打ち抜きと筋入れの工程で、シートに

不均衡にかかる力を中和する。

4.ツナギ部分を保護する。

抜型ゴムの役割
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一般的には、硬さ４０°(アスカーC)のスポンジ
が使用されている。

ゴム付け

抜型ゴムにはどのようなものが使われているか



問題①
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抜型ゴムを貼るときは...

A. 切刃にぴったりくっつける B.切刃との隙間を開ける

正解は...



問題②
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打抜時に推奨される抜型ゴムの圧縮率は...

A. 約50% B.約80%

正解は...



問題③
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つなぎの保護に効果的な抜型ゴムの形状は...

A.  波型 B. C型(半月型)

正解は...
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硬度の高いスポンジ

長所

・ブランクスの切り口の仕上がり

がシャープできれい。

ゴム付け

短所

・面型の跡が付きやすい。

・ブランクス表面に強い押し

跡が付きやすい。

表面が平滑で柔らかい材質

（ホイルなどの加工紙、プレス

コート加工）で特に出やすい。
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特殊形状ゴム

糊代、差込などで罫線から切刃が接近している場合、

切り口の裏面が剥離しやすいので・・・

ゴム付け

Ｒ状に面取りされて
いるC型のゴムが
おすすめ

コルクゴム

<効果>

・きれいな切り口を実現

・紙粉の発生を抑える

・ニックに付けると保持性が良い

・ブランクス表面の押し跡が少ない
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表面がメッシュ状のゴム

抜型からシートを瞬時に放すため、

高速回転の打抜機に使用すると良い。

ゴム付け
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溝ゴム

・溝幅よりも１～１.５ｍｍ細いゴムを使用する。

ゴム付け

一般的な
溝ゴム

切刃を広
げにくい

注意点

・細かな溝や穴部分に使用
・圧縮時に横への広がりが小さい

・反発特性に優れている。



ゴム貼りの際の留意点

1. 可能な限り、ゴムの高さと幅を同じにする。

2. 古いゴムを使用しない。

3. 光と太陽光を避けて保存する。

4. 適切な接着剤を使用する。
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ゴムの貼り方
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商品ご紹介

高付加価値抜型ゴム
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シトーポリトップ
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シトーNRB マスターラバー
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ファストラバー(両面テープ付き)

従来の瞬間接着剤は、刃交換時にゴムをはがすと
抜型表面にダメージを残します
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ファストラバー(両面テープ付)は
ゴムをはがしても、抜型を傷めない。
接着剤をつける手間も省ける

ファストラバー(両面テープ付)
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ソリッドラバーD5 / D5 Top 
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ソリッドラバーD5 / D5 Top 
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D/5あり
D/5なし



『シトーテープ』も抜型ゴムも食品安全認証済
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ご清聴ありがとうございました
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